「地域への開放」によって葛飾図書館が見出したこと (特集 日本図書館協会建築賞受賞記念) by 大野 紀夫 & Norio Oono



































































































































































域連携」（大学図書館研究 . 2013年 . 第95号）で
は，東海大学図書館が地域連携について，生
涯教育だけではなく，住民が勤務している企
業での研究も含めて，連携している点を注目
している。この事例と葛飾図書館との違い
は，まだ企業での研究を目的とした図書館開
放を行っていない点にある。葛飾区には中小
企業が多く点在している。将来はここで働く
人たちが，仕事に活用できる雑誌や図書を葛
飾図書館で閲覧し，必要とあれば文献検索な
ど，その研究や技術を高めるためのお手伝い
もできればと考えている。
世界的に評価の高い精巧な製品を，日本は
町工場が培った伝統と技術の中で作り上げて
いる。微力ではあるが，大学に勤務する者と
して，地域に根ざしている産業を支え，更な
る発展への力添えができたらと希望してい
る。
信州大学にみる地域連携
大学と地域連携の模範とされるのが国立大
学法人信州大学（以下信州大学）の取り組み
である。日本経済新聞社産業地域研究所が実
施する全国の大学地域貢献度ランキングで
は，2012年度，2013年度と続けて第１位に輝
いている。信州大学では図書館が行っている
貢献度の高い地域連携事業として，医学系の
学術論文を地域の病院関係者のために，提供
できるようにした取り組みがあり，2008年に
は地域の13病院を加えてコンソーシアムを組
むことで，データベースの契約料金を下げる
など，大学が中心となり地域医療に貢献して
いる。
今後の葛飾図書館が目指す地域への貢献
インターネットが普及し始めた1995年頃か
ら，図書館を主に構成していた紙媒体の本
に，徐々に電子ジャーナル，電子ブック，デ
ータベースと呼ばれる電子資料が新たに加わ
った。図書館が取り扱う資料の範囲が劇的に
変化し，今日では電子資料を十分に駆使でき
る力と，電子資料そのものの重要度はさらに
高くなっている。
葛飾キャンパスでは葛飾区内の産学公金連
携が組まれ，シンポジウムやフェア等も開催
されている（写真３）。今後，葛飾区の産業
界を支える人々にも，本学図書館の資料や諸
施設を利用して仕事に役立ててほしいと思
う。最先端の科学技術への貢献も大切である
が，それらを支え続けてきた，日本の伝統技
術の維持や発展も重要である。
信州大学のように地域の要求に耳を傾け，
ネットワークを作り，地域連携を実施し効果
を上げている大学を参考に，葛飾図書館が産
学連携の一端を担う日が来ればと思う。そし
てさらに地道な努力を続け，地域に貢献する
大学として，世界からも認められることが本
学にとって最も重要な課題であると考える。
ルがある。大ホールは，学会の発表や葛飾区
の行事等で，年間約20回の利用がある。例年
12月に開催する合唱イベント「第九を歌う
会」では，多数の葛飾区民の方にご参加いた
だき，年を重ねるごとに本学教職員との交流
も深まってきている（写真２）。
大ホール前のレセプションラウンジホワイ
エには，ノーベル賞受賞者が宿泊するスウェ
ーデン・ストックホルムのホテルから見える
港の景色を描いた油絵が飾られている。本学
大学院理学研究科の修了生（1963年３月）で
ある大村智博士がノーベル賞を受賞したこと
を祝い，2015年10月にホームカミングデーの
催事として，この大ホールで特別講演を行っ
ていただいた。その数ヵ月後に大村智博士が
実際にホワイエに飾られた絵画と同じ景色を
目の当りにされている。この図書館棟には建
設当時から本学の発展を願う力が潜んでいる
かのようである。
理科大サイエンス道場
2015年10月25日に図書館棟１階にオープン
した理科大サイエンス道場は，本多光太郎・
初代本学学長の「学問のあるところに技術は
育つ，技術のあるところに産業は発展する，
産業は学問の道場である」の言葉をコンセプ
トとして，本学の最先端の研究を紹介する施
設である。
藤嶋昭学長の代表的研究である「光
触媒」の基本作用が体験できる「光触
媒体験コーナー」，マルチスクリーン
を設置した「プレゼンテーションルー
ム」，実用化が期待される研究成果を
紹介する「研究成果コーナー」などで
構成されている。今後さまざまな研究
成果がこの施設を介して世界に羽ばた
くことを大いに期待する。
地域への開放から見出したもの
地域が大学との連携に求めるものの
一つに地域活性化がある。具体的にはボラン
ティアに参加する人材や公開講座の講師，文
化やスポーツでの交流や施設の開放などが挙
げられる。
実際にどのような大学施設を開放している
かについては，大阪大学の吉岡聡司准教授等
が近畿圏を対象として調査（2009～2010年）
を実施している。この調査では大学が地域に
開放している施設で最も多いものが図書館で
ある。理系学部のみの大学では図書館開放は
80％を超え，飲食店60％，運動場51％，体育
館31％の順であった。同調査では，図書館開
放は国立大学が83％，公立大学が60％，私立
大学が60％で，平均は70％であった。また，
大学が施設を開放しない主な理由として，
「施設管理が難しい」「防犯上の問題」があっ
た。
地域開放から見出したものをまとめると，
次の項目が挙げられる。
① 葛飾区と「協働事業」を行うことで，互
いの長所を学び，人的支援ができるネットワ
ークやコミュニティができた。
② 学生や教職員は葛飾区が企画する行事に
参加しやすくなり，ボランティアの機会や喜
びも増え，就職活動へもプラスに繋がってい
る。
③ 葛飾区が運営する葛飾区民対象の施設を
本学学生も利用できることになり，利便性の
写真２　葛飾区民との「第九を歌う会」
写真３　第30回葛飾区産業フェア
